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　本稿では，英語の多読指導の方法を述べ，多読授業が「読解スピード」と「読解力」の向上に与える効果を検証する。
あわせて総読語数と読解スピードの向上，また総読語数と読解力の向上の相関を調査する。読解スピードはWPM

（words per minute）1）で，読解力はTOEFL Practice Testsのreading section（50問）の正答数で測定した。授業は
大学生を対象として毎週１回，15回約４ヶ月実施され，1回の授業の長さは90分であった。多読授業は，動機付けの
ための活動と多読活動を組み合わせて行われた。その結果，7例の実践での総読語数は１人当たり平均約162,800語であっ
た。高校生が高校教科書をとおして３年間に触れる英語の総語数が約47,000語であることから，15回の多読授業で，
高校教科書３年分の約3.5倍の英語を読破したことになる。また，読解スピードの上昇は平均で26.80語，読解力テス
トのスコア上昇は4.25点／50点であり，いずれも，統計的に有意な上昇であった。さらに，総読語数と読解スピード
の向上，総読語数と読解力の向上の相関を調査したところ，多くの事例において両者とも相関はほとんど認められな
かった。本研究のように毎週１回，15回の多読授業では，総読語数の多寡が読解スピードと読解力の向上に関与して
いるわけではないことが推定された。

　　In this paper, extensive reading (ER) in EFL class at university was introduced and the effects of ER were 
measured by a WPM (words per minute) scores and reading comprehension scores from a TOEFL Practice Tests. 
The correlation between the amount of reading, or the total number of words read in class, and WPM score improve-
ment and reading comprehension score improvement was also calculated. Seven separate 90-minute, weekly ER 
classes were conducted for 15 weeks with 164 university students. In contrast to 47,000 words read over three years 
in high school, these participants read 162,800 words on average. The WPM score improvement was 26.80 words on 
average and reading comprehension score improvement was 4.25 points out of 50 points on average. The increases 
from all seven classes are statistically significant respectively.  However, the correlation found between the amount 
of reading, and WPM and reading comprehension improvement was low in all seven case studies. In other words, 
the reading quantity did not affect the improvement of WPM or reading comprehension in this study. Thus, students 
who read more did not necessarily increase the WPM score or reading comprehension score. 
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１．研究背景

　グローバル化の進展がめざましい現代社会において，
英語運用力の獲得は，多様な分野において重要な課題と
なっている。なかでも，インターネットの発展は，英語
を「読む力」「書く力」の必要性を増大させている（中山・
宮増・宮尾，1999）。
　日本人は，英語技能のうち読む力に優れていると言わ
れるが，実際には，2017年度のTOEFL iBT Testsのス
コア年間報告を見ると，Readingスコアは，アジア29カ
国中，下からラオス，タジキスタン，アフガニスタン，

カンボジアに次いで５番目と低迷している（ETS， 2017）。
こうした現状の中で，日本では，「読む力」の向上に関
して，多読指導が注目され，成果をあげている。
　多読とは，学習者が多量の本や読書教材を読む行為
で，第２言語教育の中の一つの学習アプローチであり，
言語能力の向上に効果をあげている （Day & Bamford， 
1998）。第２言語学習者が読む多読教材として，学習者
用にレベルが調整されている Graded Readers を用いる
ことが多い。多読教材では，学習者のレベルに合わせて，
出現する語彙，文の長さ，文構造等がコントロールされ
ているため，学習者はスムーズに読書をすることができる。
　Day and Bamford （1998; pp.7-８） は，多読プログラ
ムが効果を上げるための要因として，次の10点を挙げて
いる。
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⑴ �Students read as much as possible, perhaps in and 
definitely out of the classroom.

⑵ �A variety of materials on a wide range of topics is 
available so as to encourage reading for different 
reasons and in different ways.

⑶ �Students select what they want to read and have the 
freedom to stop reading material that fails to 
interest them.

⑷ �The purposes of reading are usually related to pleasure, 
information, and general understanding. These purposes 
are determined by the nature of the materials and 
the interests of the student.

⑸ ������������� Reading is its own reward. These are few or no follow-
up exercises after reading.

⑹� Reading materials are well within the linguistic 
competence of the students in terms of vocabulary and 
grammar. Dictionaries are rarely used while reading 
because the constant stopping to look up words 
makes fluent reading difficult.

⑺ �Reading is individual and silent, at the student's own 
pace, and, outside class, done when and where the 
students choose.

⑻� Reading speed is usually faster rather than slower as 
students read books and other materials they find 
easily understandable.

⑼� Teachers orient students to the goals of the program, 
explain the methodology, keep track of what each 
student reads, and guide students in getting the 
most out of the program.

⑽� The teacher is a role model of a reader for students — an 
active member of the classroom reading community, 
demonstrating what it means to be a reader and the 
rewards of being a reader.

　日本では，SSS（Start with Simple Stories）という多
読法が提唱され，広く伝わっている。SSSとは，平易な
絵本などから多読を開始し，学習者に合わせてGraded 
Readers 等を用いて徐々にレベルを上げていく方法であ
る （高瀬， 2010）。この学習法を広めるため，2001年に
SSS英語学習法研究会（現在はSSS英語多読研究会）が
設立され，多読の研究と実践が盛んになっている。ま
た，2004年には多読をさらに広めるため，日本多読学会

（Japan Extensive Reading Association）が設立された。

２．先行研究調査

2.1　日本における多読授業の実践例
　日本では，多様な学校種，英語力レベルで，多読の授
業が実践されている。その中で特徴的な実践をしている
例を以下に述べる。

2.1.1　参加者が多く，学習期間が長い実践例　　　
　国立豊田工業高等専門学校（高専）では，2008年度か
ら全学科共通の英語カリキュラムの中で，多読・多聴授

業を展開している。2008年度には，毎週45分，年間30回
の授業の中で，多読と多聴を行った。教師主導ではなく
学習者主体の授業であり，学習者が自分で読書教材を
選択しながら多量の英語を読んだ。全受講生約210名の
読書量の平均は年間13.2万語であり，全体の４分の３以
上の生徒が10万語以上読んだ。アンケートの結果からは，
学習者が，易しい本を読むことの有用性や読書自体の楽
しさに気づき，多読に取り組んでいたことが読み取れて
いる。高専は他の校種と比べて生徒の所属年数が長いの
で，継続的な指導が可能であり，在学中に読語数100万
語を達成する者もいる（深田・長岡， 2010）。

2.1.2　大学の授業内での実践例
　尚美学園大学では，英語クラスの授業内で多読が行わ
れた。授業は週１回，90分間行われ，冒頭の30分間で多
読が行われた。授業は前期・後期の合計24回行われ，多
読後には図書紹介や精読，ディスカッション等が行われ
た。蔵書数は1,402冊あり，受講生は幅広いジャンルの
多読用教材を読むことが可能であった。受講生は本を１
冊読了するごとに，記録シートに本の情報や感想等を記
入した。大学１年生２クラス，31名のうち，年間を通し
て出席率を満たし，事前・事後テストを共に受け，学年
度末に記録表を提出した学生は22名であり，その年間平
均語数は63,425語であった。英語多読の前と後には英語
テストが行われ，その結果，文法や語彙に１％水準での
有意差が示された。受講生はその授業以外に英語の授業
を受講していなかったことから，多読による効果だと推
定している（木村， 2016）。

2.1.3　高等学校における実践例
　多読が英語初級者にも効果的ということから，多読を
授業に取り入れている高等学校も多い。明治大学付属
明治高等学校では，2006年度から多読を導入している。
2009年度からは図書館と連携し，Graded Readersを中
心とした約5,800冊の蔵書に加えて毎年100冊程度購入し
ているため，生徒は様々なレベルやジャンルの本を読む
ことができる。なお，この高校には決まった多読プログ
ラムはなく，各担当教員の裁量によって多読が行われて
いる。また，2014年９月から2015年９月の約１年間，多
読クラブが設立され，毎週１回，昼休みの30分を用いて，
３名の生徒を対象に，25回の指導が行われた。多読を開
始して６か月後のTOEICスコアで，３人にはそれぞれ，
230点，100点，60点の得点上昇が見られ，長文を読むこ
とに対する抵抗感を低くすることに成功している（村松， 
2016）。

2.2　英語多読の効果
　英語多読が英語力の向上に効果を上げているという実
践報告は多い。ここでは，多読が英語技能のどのような
点で効果を上げているのか，実践報告を見る。

2.2.1 読解スピードへの効果
　多読による読解スピードへの影響については，様々
な研究で肯定的な報告がされている。三木 （2016）は
大学生を対象に多読の授業を１年間行い，学生が１分
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間に読める語数，すなわちWords Per Minute （WPM） 
を，平均117.3から139.3へと有意に上昇させている。藤
井 （2017）は，高専の２年生を対象に多読授業を半年間，
週１回行い，学習者のWPMが平均で95.8から124.0へと
上昇し，統計的にも有意な上昇だったと報告している。
　藤井の実践では，学習者のWPMが向上しただけでな
く，理 解 度 を 含 め て 計 算 す る「修 正 WPM（M - 
WPM）」も向上しており，多読が読解力の向上にも効
果的であることが報告されている。
　読解力が向上する要因として，今村 （2007）は多読を
通した読解ストラテジーの変容が考えられると述べてい
る。即ち，学習者は多読をすることで，読んだ英語を日
本語に翻訳せずに英語のまま理解する「直読直解」や，
英文の題名や見出しからその文の内容を予測し，読解の
手助けとする「推測読み」などの読解ストラテジーが身
につきやすいとしている。
　読解スピードが上がる理由として今村 （2011）は，多
読を通して大量の英文を読む中で，単語やコロケーショ
ンの処理を何度も行い，認識速度が向上することが，読
解スピードの上昇に繋がると述べている。

2.2.2 外部試験に見られた効果
　多読は，外部試験の成績向上にも繋がることがわかっ
ている。藤井 （2013） は，工業高等専門学校の４年生を
対象に約１年間の多読の授業を行い，多読を行っていな
い学生グループと比べて，TOEIC IPテストの結果が平
均で14.3点上回り，読語数とTOEIC IPテストのスコア
もおおむね正比例の関係にあった。

2.2.3 リスニング力への効果
　多読は，リスニング力の向上にも効果があるという報
告がされている。Fujimori （2007）の実践では，高校１
年生114人の実用英語技能検定（英検）のリスニングス
コアが，10か月の多読プログラムを通し平均で5.56から
6.11に上昇し，有意な差が見られたことが報告されている。
　高瀬（2010）は，リスニング力とリーディング力には
相関があり，英文を日本語に訳さず頭から読み進めてい
く読み方が多読を通して身につくことで，聞くときにも
英文を頭から理解しながら聞けるようになることが，リ
スニング力向上の要因と考えられるとしている。

2.2.4 語彙力への効果
　多読が語彙力の向上に与える影響については，研究に
よって効果の大きさは様々である。三上・原田 （2011）
の実践では，多読を行った学習者は作品内の単語を作品
外の単語よりも多く習得することや，高頻度で出現する
単語ほど定着しやすいことがわかっている。また，今村 

（2007） の実践では，高校生に対する約８か月半の多読
プログラムを通して，語彙力の伸長は見られたが，その
効果は限られたものだった。さらに，Shea （2016）の大
学生を対象とした多読プログラムの実践では，学問的な
語彙の伸長はほとんど見られなかったが，日常語に関し
ては伸びが見られた。日常語の定着が見られることに関
して，高瀬 （2010）は，「語彙は遭遇回数が多いほど記
憶に残るため，読書量が増えればそれだけ多くの語彙に

遭遇するので，定着しやすくなる」（p.40） と主張して
いる。

2.2.5 学習意欲への効果
　多読の効果として期待できるものとして，学習意欲へ
の影響が挙げられる。高校時代に多読の授業を経験した
大学生は，経験していない学生よりも英語や英語学習に
ついて肯定的な態度を示す（今村， 2015）。
　高瀬 （2010）は，多読を授業に取り入れることによっ
て，「確実に英語に対する苦手意識が減少し嫌悪感も薄れ，
英語を読むのが楽になってくるのです。自信がついてく
ると，英語が面白くなり，読書以外の他の英語の勉強も
始めるようになります」（p.51）と，多読が学習意欲に
与える効果について主張している。

2.3  本研究の目的
　執筆者らは，多読指導を行っているが，その効果は
読む量の多寡によって差があるのかという疑問があっ
た。そこで，本研究では， ７つの異なる学習者群を対象
として，英語多読の授業を実践した成果を，１）学習者
の読解スピードと読解力の向上の点から検証し，さらに，
２） 読書量と読解スピードの向上，読書量と読解力の向
上の間にはそれぞれどの程度の相関があるのかを明らか
にすることを目的として行われた。研究課題（Research 
Questions）は以下の２点である。

RQ１　�英語の多読授業を通して，英語の読解スピード
と英語の読解力は向上するか。

RQ２　�多読における総読語数と読解スピード，総読語
数と読解力の間に，どの程度の相関が見られるか。

３．多読授業の方法

　第３節では，多読授業の方法を述べる。本研究で実践
されている多読授業は，前述の多読を成功させる10の要
因に基づくものである。

3.1　蔵書の種類とレベル
　多読の10の要因のうち，⑵，⑶，⑷，⑹を満たすため
に，多読用図書は，Graded Readersを約750冊用意して
い る。具 体 的 に は，Oxford Bookworms や Penguin 
Readersといった多読用図書シリーズが中心である。蔵
書には，フィクションでは，ロマンス，冒険，推理等，
ノンフィクションでは，歴史，科学，文化，旅行など，
様々なテーマとジャンルのものを集めた。授業外でも多
読を進められるように，本の貸し出しも行っている。
　また蔵書には，本を選ぶ際のレベルの目安となるよう
に，本のレベル分けを行っている。表１には，異なり語
数２）と延べ語数３）の観点からレベル分けをした際の目
安を示す。蔵書のレベルは，レベル０からレベル７の８
段階に分けられている。
　表１のレベル０は，多読を始めるwarm-upという位
置づけであり，最も易しいものでは，文字がなく，イラ
ストを見て楽しむような容易なレベルからスタートして
いる。また，卯城・濱田（2017）によると，高校教科書
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の異なり語数は約3,000語である。異なり語数から見て，
レベル７は高校卒業レベルの読み物と言える。

表１ 多読図書のレベル分け
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多読プログラムの実践では，学問的な語彙の伸長はほと

んど見られなかったが，日常語に関しては伸びが見られ

た。加えて，日常語の定着が見られることに関して，高

瀬 (2010)は，「語彙は遭遇回数が多いほど記憶に残るた

め，読書量が増えればそれだけ多くの語彙に遭遇するの

で，定着しやすくなる」(p.40) と主張している。 
 

2.4.5 学習意欲への効果 

多読の効果として期待しやすいものとして，学習動機

への影響が挙げられる。高校時代に多読の授業を経験し

た大学生は，経験していない学生よりも英語や英語学習

について肯定的な態度を示すことがわかっている（今村, 
2015）。 
高瀬 (2010）は，多読を授業に取り入れることによっ

て，「確実に英語に対する苦手意識が減少し嫌悪感も薄れ，

英語を読むのが楽になってくるのです。自信がついてく

ると，英語が面白くなり，読書以外の他の英語の勉強も

始めるようになります」（p. 51）と，多読が学習動機に与

える効果について主張している。 
 

2.5  本研究の目的 

多読指導は効果が高いと言われるが，その効果は読む

量の多寡によって効果に差があるのかという疑問があっ

た。そこで，本研究では， 7 つの異なる学習者群を対象

として，英語多読の授業を実践した成果を，1）学習者の

読解スピードと読解力の向上の点から検証し，さらに，

2) 読書量と読解スピードの向上，読書量と読解力の向上

の間にはどの程度の相関があるのかを明らかにすること

を目的として行われた。 
研究課題（Research question）は以下の 2 点である。 
 

RQ1 英語の多読授業を通して，英語の読解スピードと   
英語の読解力は向上するか。 

RQ2 多読における総読語数と読解スピード，総読語数

の間に，どの程度の相関が見られるか。 
 

３．多読授業の方法 

 第 3 節では，多読授業の方法を述べる。本研究で実践

されている多読授業は，上記 2.1 で示した多読を成功さ

せる 10 の要因に基くものである。 
 

3.1 蔵書について：本の種類とレベル 

多読の 10 の要因のうち，(2)，(3)，(4)，(6)を満たすた

めに，多読用図書は，Graded Readers を約 750 冊用意

している。具体的には，Oxford Bookworms や Penguin 
Readers といった多読用図書シリーズが中心である。蔵

書は，フィクションでは，ロマンス，冒険，推理等，ノ

ンフィクションでは，歴史，科学，文化，旅行など，様々

なテーマとジャンルのものを集めた。授業外でも多読を

進められるように，本の貸し出しも行っている。 
蔵書には，本を選ぶ際のレベルの目安となるように，

本のレベル分けを行っている。表 1 には，異なり語数 2）

と延べ語数 3)の観点からレベル分けをした際の目安を示

す。蔵書のレベルは，レベル 0 からレベル 7 の 8 段階に

分けられている。 
レベル 0 は，多読を始める warm-up という位置づけ

であり，最も易しいものでは，文字がなく，イラストを

見て楽しむような容易なレベルからスタートしている。

また，卯城・濱田（2017）によると高校教科書の異なり

語数は約 3,000 語である。異なり語数から見て，レベル

7 は高校卒業レベルの読み物と言える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

蔵書には，１冊ずつ管理のための番号を付け，その本

の延べ語数と合わせて図 1 のようにしてシールを貼った。 
本のレベルを示すために，表 1 の「色分け」にしたがっ

て，レベルごとに異なる色のラベルを貼った。蔵書はレ

ベルごとに分けて収め，受講生が本を選びやすいように

便宜を図っている。 
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レベル5 紺色 1,000-1,700語 10,000-20,000語

レベル6 オレンジ 1,300-2,200語 15,000-25,000語

レベル7 赤 2,000-3,000語 20,000-30,000語

3.2 多読授業の原則の提示
　多読授業では，SSSの提唱している手法にしたがって，
次の５つを多読の鉄則として受講生に示している。これ
らの鉄則は，多読の10の要因にも適合するものである。
　a. 英語の読書を楽しみましょう
　b. たくさん読みましょう
　c. 辞書を引きません
　d. わからない語は，推測しましょう
　e. 読み進まなくなったら，本を変えましょう

　a.とb. は，読書自体を楽しみ，たくさん読むことを薦
めるもので，多読の10の要因のうち⑴，⑷を満たす。ま
たc.とd.は，意味のわからない単語があっても，止まら
ずに，前後関係から意味を推測しながら，読み続けるこ
とを推奨するもので，多読の10の要因のうち⑹に対応す
る。なお，繰り返し出現する単語で内容理解に関わるも
のは，辞書で調べても良いことにした。
　また，eは，自分が選んだ本に興味が持てない場合や
読み進めることがつらいと感じるような本は，途中で読
むことを止め，新しい本に交換することを推奨している。
これは多読の10の要因のうち⑶を満たすものである。

3.3　多読授業の流れ
　１回90分の多読授業の流れを表２に示す。

内　容 配当時間

あいさつ
動機付けの活動 15分

多読の活動 60分

まとめの活動 15分

表2　多読授業の流れ

　１番目の「あいさつ」は，教師と受講生の間で，英語
を使ったあいさつとインタラクションを行い，英語の授
業の雰囲気づくりを行うものである。また，多読授業の
指導者が，多読の効果，多読の楽しみ方，多読の本の選
び方，生活の中で多読の時間を作る方法などを話し，多
読の方法をガイドするようにした。これは多読の10の要
因の中の⑼を満たすものである。
　続いて，「動機付けの活動」を行ったが，その活動に
は次の３つがあった。
a. 総読語数ランキング
　図２に示すような形で，「総読語数ランキング」を配
布している。全ての受講生には，図２の横軸の番号で示
す「シークレットナンバー」を与え，受講生は，その番
号から，自分の読書量がクラスの中で，どの程度の順位
を占めているのか確認できるようになっている。受講生
は順位を見ながら，「３番さんに追いつく！」「７番を抜
かすぞ。」等，自分の目標を決めて，授業以外にも多読
の本を借りて読んだり，長い本に挑戦したりしている。
これは，多読の10の要因の⑴を満たすものである。

図2　総読語数ランキング
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c. 辞書を引きません 
d. わからない語は，推測しましょう 
e. 読み進まなくなったら，本を変えましょう 

 
a.と b. は，読書自体を楽しみ，たくさん読むことを薦

めるもので，多読の 10 の要因のうち，(1)，(4)を満たす。

また c.と d.は，意味のわからない単語があっても，立ち

止まらず，前後関係から意味を推測しながら，読み続け

ることを推奨するもので多読の 10 の要因のうち(6)に対

応する。なお，繰り返し出現する単語で，内容理解に関

わるものは辞書で調べても良いことにした。 
また，e は，自分が選んだ本に興味が持てない場合や

読み進めることがつらいと感じるような本は，途中で読

むことを止め，新しい本に交換することを推奨している。

これは多読の 10 の要因のうち(3)を満たすものである。 
 

3.3 多読授業の流れ 

1 回 90 分の多読授業の流れを表 2 に示す。 
 

表 2 多読授業の流れ 
内 容 配当時間 

あいさつ 
動機付けの活動 15 分 

多読の活動 60 分 

まとめの活動 15 分 
 

1 番目の「あいさつ」では，教師と受講生の間で，英

語を使ったあいさつとインタラクションを行い，英語の

授業の雰囲気づくりを行うものである。また，多読授業

の指導者が，多読の効果，多読の楽しみ方，多読の本の

選び方，生活の中で多読の時間を作る方法などを話し，

多読の方法をガイドするようにした。これは多読の 10 の

要因の中の(9)を満たすものである。 
続いて，「動機付けの活動」を行ったが，その活動には

次のようなものがあった。 
a. 総読語数ランキング 

図 2 に示すような形で，「総読語数ランキング」を配布

している。全ての受講生には，図 1 の横軸の番号で示す

「シークレットナンバー」を与え，受講生は，その番号

から，自分の読書量がクラスの中で，どの程度の順位を

占めているのか確認できるようになっている。受講生は

順位を見ながら，「3 番さんに追いつく！」「7 番を抜か

すぞ。」等，自分の目標を決めて，多読の本を借りて授業

以外にも本を読んだり，長い本に挑戦したりしている。 

これは，多読の 10 の要因の(1)を満たすものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 総読語数ランキング 
 
b. Extensive Reading News 

受講生が本を選ぶ際の参考となるように，図 3 のよう

な「お薦め図書」の情報を載せた Extensive Reading 
News を配布した。これは，多読の要因 10 の中の(3)と
(4)を満たすもので，これらの情報をもとに自分が関心の

ある本を選べるようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 Extensive Reading News の例 
 
c. Reading Express 

受講生は，授業の最後に，小さなメモに 3～4 行の短

い文で，自分が読んだ本の感想を書いている。それを集

めて Reading Express を作り（図 4），印刷して配布し

ている。これにより，友だちのコメント等を参考にして，

本を選べるようにしている。 
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 多読の授業も，前期は今日の授業を入れてあと５回となりました。みなさん，自分の目標

語数は達成できそうですか？たくさん読めている人も，そうではない人も，そろそろラスト

スパートでがんばっていきましょう！ 

今回は，映画化もされた名作をいくつか紹介したいと思います。映画も合わせて観てみる

とおもしろいかもしれませんね。 

 

☆ My Fair Lady（No.3303  8400 語）☆ 

 ロンドンで花売りをしている若い女性が，言語学の先生のもとで社交界デビューを目指すストーリーです。

簡単な英語で読みやすく，同名映画のシーンを描いたモノクロ写真が何枚も掲載されていて楽しめます。

先に映画を観てから読んでみるのもおもしろいかも？ 

 

★ Forrest Gump （No.3305  10000 語） ★ 
普通の人とはちょっと違う主人公，Forrest Gump がフットボールのスター選手になったり，ベトナム戦争で

は英雄になったり，宇宙に行ったり…。読んだ後に心地よい気分にさせてくれる話です。トム・ハンクス主演

の映画にもなっています。とても読みやすいですが，映画を観たあとで読むともっと読みやすくなるかもしれ

ません。 

 

★Jurassic Park (No.3110  25000 語） ★ 
恐竜が生きていた時代の地球はどんなだったかと，誰もが一度は想像したことがあると思います。そんな

空想の世界を本当に作ってしまったお話です。でも，そんな夢にもお金やら思惑やら，人間世界のいろいろ

がからんでいきます。映画で体験できるズンズンと迫るような迫力はありませんが，危機に至った因果関係

などはよくわかると思います。 

 

☆Emma （No.3102  32000 語） ☆ 
映画化もされたオースティンの名作の簡易版です。恋のキューピッドとして，あちこち縁結びをしたがる

Emma。しかしそんな彼女は，自分の恋愛にはちょっとうといようです。映画の写真も挿入されていて，イメー

ジがしやすくなっていると思います。登場人物が多くてちょっと混乱しますが，最後にはハッピーエンドで，幸

せな気分にさせてくれる一冊です。 

 

 

 

b. Extensive Reading News
　受講生が本を選ぶ際の参考となるように，図３のよ
うな「お薦め図書」の情報を載せたExtensive Reading 
News を配布した。これは，多読の10の要因の中の⑶と
⑷を満たすもので，これらの情報をもとに自分が関心の
ある本を選べるようにした。
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今回は，映画化もされた名作をいくつか紹介したいと思います。映画も合わせて観てみる

とおもしろいかもしれませんね。 

 

☆ My Fair Lady（No.3303  8400 語）☆ 

 ロンドンで花売りをしている若い女性が，言語学の先生のもとで社交界デビューを目指すストーリーです。

簡単な英語で読みやすく，同名映画のシーンを描いたモノクロ写真が何枚も掲載されていて楽しめます。

先に映画を観てから読んでみるのもおもしろいかも？ 

 

★ Forrest Gump （No.3305  10000 語） ★ 
普通の人とはちょっと違う主人公，Forrest Gump がフットボールのスター選手になったり，ベトナム戦争で

は英雄になったり，宇宙に行ったり…。読んだ後に心地よい気分にさせてくれる話です。トム・ハンクス主演

の映画にもなっています。とても読みやすいですが，映画を観たあとで読むともっと読みやすくなるかもしれ

ません。 

 

★Jurassic Park (No.3110  25000 語） ★ 
恐竜が生きていた時代の地球はどんなだったかと，誰もが一度は想像したことがあると思います。そんな

空想の世界を本当に作ってしまったお話です。でも，そんな夢にもお金やら思惑やら，人間世界のいろいろ

がからんでいきます。映画で体験できるズンズンと迫るような迫力はありませんが，危機に至った因果関係

などはよくわかると思います。 

 

☆Emma （No.3102  32000 語） ☆ 
映画化もされたオースティンの名作の簡易版です。恋のキューピッドとして，あちこち縁結びをしたがる

Emma。しかしそんな彼女は，自分の恋愛にはちょっとうといようです。映画の写真も挿入されていて，イメー

ジがしやすくなっていると思います。登場人物が多くてちょっと混乱しますが，最後にはハッピーエンドで，幸

せな気分にさせてくれる一冊です。 

 

 

 

c. Reading Express
　受講生は，授業の最後に，小さなメモに３～４行の短
い文で，自分が読んだ本の感想を書いている。それを集
めて Reading Express を作り（図４），印刷して配布し
ている。これにより，友だちのコメント等を参考にして，
本を選べるようにしている。これは10の要因の⑼を満た
すものである。

図4　Reading Expressの例
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図 4 Reading Express の例 
 

「動機付けのための活動」を行った後，受講生は，多

読用図書の中から好きな本を選んで約 1 時間，読書に集

中した。多読授業の指導者は受講生とともに読書をした

り，選書のアドバイスをしたりしている。以上は，多読

の要因 10 のうちの(3)，(4)，(10)を満たすものである。 
続いて，授業の最後の 10 分ほどを使って，「まとめ」

の活動を行った。読書記録カード（後述の図 5 参照）に

読み終わった本のタイトル，読了した日，その本の延べ

語数，それまでに読んだ通算の総読語数，その本に対す

る感想を記入した。感想は 3 行程度の短いものである。

総読語数には，授業内に読んだ本だけでなく，授業外で

読んだ本も語数に含めた。 
また，読書をとおしたインプットだけではなく，アウ

トプットの機会も確保するため，「まとめ」の時間に，特

別な準備の必要のない，容易に取り組める発表活動を取

り入れている。例えば，「今日読んだ本のあらすじをペア

の相手に話してみよう」，「今日読んだ本の主人公になっ

たつもりで，主人公の気持ちを話してみよう」「今日読ん

だ本について，俳句のように「5 語，7 語，5 語」の英語

にして書いてみよう」等の活動を行っている。こうした

活動は，多読活動を始める前に指示を与えるようにして

いる。多読の要因 10 のうち(5)に沿う形にするため，で

きるだけ読書そのものを楽しむことに重きを置き，発表

活動が負担になることのないようにしている。 
まとめの時間を利用して，授業外に読む本を選び，持

ち帰って読むように薦めている。また，多読授業の指導

者は，本を選ぶ際の相談役として受講生の本の好みを聞

くなどして，選書のアドバイスをしている。これは多読

の要因 10 のうちの(1)，(9)，(10)を満たすものである。 
 

４．研究方法 

ここでは，研究の方法について，参加者，効果測定の

方法，授業スケジュールについて述べる。 
 

4.1 参加者 

本研究の参加者は，国立大学教育学部で，2012～2018
年度前期に，多読の授業を受講した学生 164 名である。

各年度の参加者数を表 3 に示す。参加者の内訳は中・高

英語教員志望学生，小学校教員志望学生，英語科以外の

教科の教員志望学生であった。受講生の TOEFL ITP ス

コアの平均は例年 510 点前後であり，2018 年度は平均

508 点である。なお，再履修者，以前に多読の授業を受

けた受講生，評価テストの一部を受けられなかった受講

生は，本研究の対象者から除いている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 

4.2 指導効果の評価方法 

本研究では指導効果の評価を総読語数，読解スピード

と読解力の向上の観点から行った。詳細を以下に述べる。 
 

4.2.1 総読語数 

受講生は，読書記録表に，授業内で読んだ本と授業

外で読んだ本の語数を加算して，総読語数を読書記録カ

ードに記入した（図１のマル印 3））。多読授業の指導者

は，記録カードをもとに述べ語数を記録した。なお，受

講生には「多読の鉄則」として，本を途中で変更してよ

いことを伝えているため，その場合は読み終わったペー

ジ数とその本の全ページ数の割合から，読んだ語数を算

出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 読書記録カードに示された総読語数 
 

4.2.2 読解スピード 

表 3 参加者：授業年度と人数 
授 業 年 度 参 加 者 
2012 年 22 人 
2013 年 32 人 
2014 年 22 人 
2015 年 21 人 
2016 年 27 人 
2017 年 17 人 
2018 年 23 人 

注）再履修者，テスト等未受験者を除く 

 

　「動機付けの活動」を行った後，受講生は，多読用図
書の中から好きな本を選んで約１時間，読書に集中した。
多読授業の指導者は受講生とともに読書をしたり，選書
のアドバイスをしたりしている。以上は，多読の10の要
因のうちの⑶，⑷，⑽を満たすものである。
　続いて，授業の最後の15分ほどを使って，「まとめ」
の活動を行った。読書記録カード（後述の図５参照）に
読み終わった本のタイトル，読了した日，その本の延べ
語数，それまでに読んだ通算の総読語数，その本に対す
る感想を記入した。感想は３行程度の短いものである。
総読語数には，授業内に読んだ本だけでなく，授業外で
読んだ本の語数も含めた。

　また，読書をとおしたインプットだけではなく，アウ
トプットの機会も確保するため，「まとめ」の時間に，
特別な準備の必要のない，容易に取り組める発表活動を
取り入れている。例えば，「今日読んだ本のあらすじを
ペアの相手に話してみよう」「今日読んだ本の主人公に
なったつもりで，主人公の気持ちを話してみよう」「今
日読んだ本について，俳句のように「５語，７語，５語」
の英語にして書いてみよう」等の活動を行っている。こ
うした活動は，多読を始める前に指示を与えるようにし
ている。多読の10の要因のうち⑸ に沿う形にするため，
できるだけ読書そのものを楽しむことに重きを置き，発
表活動が負担になることのないようにしている。
　さらに，まとめの時間を利用して，授業外に読む本を
選び，持ち帰って読むように薦めている。また，多読授
業の指導者は，本を選ぶ際の相談役として受講生の本の
好みを聞くなどして，選書のアドバイスをしている。こ
れは多読の10の要因のうち⑴，⑼，⑽を満たすものである。

４．研究方法

　ここでは，研究の方法について，参加者，効果測定の
方法，授業スケジュールについて述べる。

4.1　参加者
　本研究の参加者は，国立大学教育学部で，2012～2018
年度前期に，多読の授業を受講した学生164名である。
各年度の参加者数を表３に示す。参加者の内訳は，中・
高英語教員志望学生，小学校教員志望学生，英語科以外
の教科の教員志望学生であった。受講生のTOEFL ITP
スコアの平均は例年510点前後であり，2018年度は平均
508点である。なお，再履修者，以前に多読の授業を受
けた受講生，評価テストの一部を受けられなかった受講
生は，本研究の対象者から除いている。

授 業 年 度 参　加　者

2012年 22人

2013年 32人

2014年 22人

2015年 21人

2016年 27人

2017年 17人

2018年 23人

注）再履修者，テスト等未受験者を除く

表3　参加者：授業年度と人数

4.2　効果測定の方法
　本研究では指導効果の評価を総読語数，読解スピード
と読解力の向上の観点から行った。詳細を以下に述べる。

4.2.1　総読語数
　受講生は，読書記録表に，授業内で読んだ本と授業外
で読んだ本の語数を加算して，総読語数を読書記録カー
ドに記入した（図５のマル印4））。多読授業の指導者は，
記録カードをもとに総読語数を記録した。なお，受講生
には「多読の鉄則」として，本を途中で変更してよいこ

大学の英語多読授業における指導効果―７例の指導実践から―

－347－



とを伝えているため，その場合は読み終わったページ数
とその本の全ページ数の割合から，読んだ語数を算出した。

図5　読書記録カードに示された総読語数
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図 4 Reading Express の例 
 

「動機付けのための活動」を行った後，受講生は，多

読用図書の中から好きな本を選んで約 1 時間，読書に集

中した。多読授業の指導者は受講生とともに読書をした

り，選書のアドバイスをしたりしている。以上は，多読

の要因 10 のうちの(3)，(4)，(10)を満たすものである。 
続いて，授業の最後の 10 分ほどを使って，「まとめ」

の活動を行った。読書記録カード（後述の図 5 参照）に

読み終わった本のタイトル，読了した日，その本の延べ

語数，それまでに読んだ通算の総読語数，その本に対す

る感想を記入した。感想は 3 行程度の短いものである。

総読語数には，授業内に読んだ本だけでなく，授業外で

読んだ本も語数に含めた。 
また，読書をとおしたインプットだけではなく，アウ

トプットの機会も確保するため，「まとめ」の時間に，特

別な準備の必要のない，容易に取り組める発表活動を取

り入れている。例えば，「今日読んだ本のあらすじをペア

の相手に話してみよう」，「今日読んだ本の主人公になっ

たつもりで，主人公の気持ちを話してみよう」「今日読ん

だ本について，俳句のように「5 語，7 語，5 語」の英語

にして書いてみよう」等の活動を行っている。こうした

活動は，多読活動を始める前に指示を与えるようにして

いる。多読の要因 10 のうち(5)に沿う形にするため，で

きるだけ読書そのものを楽しむことに重きを置き，発表

活動が負担になることのないようにしている。 
まとめの時間を利用して，授業外に読む本を選び，持

ち帰って読むように薦めている。また，多読授業の指導

者は，本を選ぶ際の相談役として受講生の本の好みを聞

くなどして，選書のアドバイスをしている。これは多読

の要因 10 のうちの(1)，(9)，(10)を満たすものである。 
 

４．研究方法 

ここでは，研究の方法について，参加者，効果測定の

方法，授業スケジュールについて述べる。 
 

4.1 参加者 

本研究の参加者は，国立大学教育学部で，2012～2018
年度前期に，多読の授業を受講した学生 164 名である。

各年度の参加者数を表 3 に示す。参加者の内訳は中・高

英語教員志望学生，小学校教員志望学生，英語科以外の

教科の教員志望学生であった。受講生の TOEFL ITP ス

コアの平均は例年 510 点前後であり，2018 年度は平均

508 点である。なお，再履修者，以前に多読の授業を受

けた受講生，評価テストの一部を受けられなかった受講

生は，本研究の対象者から除いている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 

4.2 指導効果の評価方法 

本研究では指導効果の評価を総読語数，読解スピード

と読解力の向上の観点から行った。詳細を以下に述べる。 
 

4.2.1 総読語数 

受講生は，読書記録表に，授業内で読んだ本と授業

外で読んだ本の語数を加算して，総読語数を読書記録カ

ードに記入した（図１のマル印 3））。多読授業の指導者

は，記録カードをもとに述べ語数を記録した。なお，受

講生には「多読の鉄則」として，本を途中で変更してよ

いことを伝えているため，その場合は読み終わったペー

ジ数とその本の全ページ数の割合から，読んだ語数を算

出した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 読書記録カードに示された総読語数 
 

4.2.2 読解スピード 

表 3 参加者：授業年度と人数 
授 業 年 度 参 加 者 
2012 年 22 人 
2013 年 32 人 
2014 年 22 人 
2015 年 21 人 
2016 年 27 人 
2017 年 17 人 
2018 年 23 人 

注）再履修者，テスト等未受験者を除く 

 

4.2.2　読解スピード
　本研究では，読解スピードの指標としてWPMを使用
するが，WPMの計算式は一つではない。本研究では，
ただ単に読むスピードを測るのではなく，理解率を加味
する計算式を採用している。具体的には，門田・野呂・
氏木（2010）が提唱する以下の計算式を使用した。

WPM=（総単語数÷読みの時間×60）×（正解数÷問題数）

　WPM測定のためのテストとして，Glencoe/McGraw-
Hill が 出 版 し て い る Timed Readings: Book 1 と Book 2 

（1989）を利用した。これには，WPM測定用の約400語
の長さの英文が載っている。英文の下には，そのページ
を読むのにかかった時間を測って記入するようになって
いる（図６左）。ページをめくると，その英文に対する
内容理解度を測るための設問が10題ある（図６右）。
　プレテストとポストテストには，異なる問題を使用し
た。なお，プレテストとポストテストの難易度は，同程
度であることを確認している。
　受講生は各自のペースで英文を読み，かかった時間（読
みの時間）を記録した。その後，問題用紙の裏にある10
題の問題を解いた。問題を解く際は，英文を読み返すこ
とはできない。受講生全員が問題を解き終わったところ
で答え合わせをし，正解数を確認し，WPMを計算した。
テスト後は解説等は行わず，問題用紙と解答用紙は全て
回収した。
　プレテストとポストテストでは，それぞれ２つの
WPMテストを実施し，２回の平均値を算出した。

図6　Timed Readingsの読解用英文（左）と内容の 
理解を問う設問（右）の例
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本研究では，読解スピードの指標として WPM を使用

するが，WPM の計算式は一つではない。本研究では，

理解率を加味する計算式を採用している。ただ単に読む

スピードを測るものではない。具体的には，門田・野呂・

氏木（2010）が提唱する以下の計算式を使用した。 
 

WPM=（総単語数÷読みの時間×60）×（正解数÷問題

数） 
 

WPM 測定のためのテストとして，Glencoe/McGraw-
Hill が出版している Timed Readings: Book 1 と Book 
2 (1989)を利用した。これには，WPM 測定用の約 400 語

の長さの英文が載っている。英文の下には，そのページ

を読むのにかかった時間を測って記入するようになって

いる（図 6 左）。ページをめくると，その英文に対する内

容理解度を測るための設問が 10 題ある（図 6 右）。 
プレテストとポストテストには，異なる問題を使用し

た。なお，プレテストとポストテストの難易度は，同程

度であることを確認している。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 Timed Readings の読解用英文（左）と内容理 

解を問う設問（右）の例 
 
受講生は各自のペースで英文を読み始め，かかった時

間（読みの時間）を記録した。その後，問題用紙の裏に

ある 10 題の問題を解いた。問題を解く際は，英文を読

み返すことはできない。受講生全員が問題を解き終わっ

たところで答え合わせをし，正解数を確認し，WPM を

計算した。テスト後は解説等は行わず，問題用紙と解答

用紙は全て回収した。 
プレテストとポストテストでは，それぞれ 2 つの WPM

テストを実施し，2 回の平均値を算出した。 
 

4.2.3 読解力 

読解力を測る指標として，TOEFL Practice Test 
(1997)の Part 3 (Reading Section) を使用した。プレテ

ストとポストテストには，同一問題を使用した。受講生

は一斉にテストを解き始め，55 分間で解答した。解答後

に答え合わせを一斉に行い，受講生に自身の点数を確認

させた。なお，プリテスト後は，解説等は行わず，問題

用紙と解答用紙は全て回収した。 
 
4.3 授業スケジュール 

多読授業は，4 月から 7 月にかけて 15 回実施した。初

回の授業で TOEFL Practice Test の中の Part 3
（Reading）を，第 2 回目の授業で WPM テストを，そ

れぞれプレテストとして実施した。また第 14 回目の授

業で WPM テストを，第 15 回目の授業で TOEFL 
Practice Test Part 3（Reading）を，それぞれポストテ

ストとして行った（表 4）。各授業は 1 回，90 分であっ

た。 
 

表 4 多読授業のスケジュール 

 

５．結果と考察 

 第 5 節では，本研究で得られた多読指導の効果につい

て，総読語数，読解スピード，読解力の観点から検証し，

考察を述べる。 
 
5.1 総読語数について 

2012 年度から 2018 年度の各年度の多読授業で達成さ

れた平均総読語数を表 5 に示す。7 例の実践における受

講生の平均総総読語数は，162,814.45 語であった。 
 
表 5 多読授業の総読語数の結果と基本統計量：単位（語 

回 授業内容 

1 
オリエンテーション 
TOEFL（Reading Section） 

2 
WPM 測定， 
多読授業 

3 回～ 
  13 回 

動機付けの活動 
多読授業 

14 
WPM 測定， 
多読授業 

15 
TOEFL (Reading Section） 
まとめ  

年度 n M Max. Min. SD
2012 22 175280.68 522461 49505 123318.87
2013 32 215617.72 581646 103308 98943.85
2014 22 173631.82 351364 61329 73132.51
2015 21 170578.00 571709 66404 117406.68
2016 27 149490.44 428213 46598 74670.29
2017 17 95380.00 201796 48301 45592.13
2018 23 125473.35 189443 52853 32614.58
合計 164 162814.45 581646 46598 93438.88

4.2.3　読解力
　読解力を測る指標として，TOEFL Practice Tests 

（1997）のPart ３ （Reading Section） を使用した。プレ
テストとポストテストには，同一問題を使用した。受講
生は一斉にテストを解き始め，55分間で解答した。解答
後に答え合わせを一斉に行い，受講生に自身の点数を確
認させた。なお，テスト後は，解説等は行わず，問題用
紙と解答用紙は全て回収した。

4.3　授業スケジュール
　多読授業は，４月から７月にかけて15回実施した。
初 回 の 授 業 で TOEFL Practice Tests の 中 の Part ３

（Reading）を，第２回目の授業でWPMテストを，それ
ぞれプレテストとして実施した。また第14回目の授業
でWPMテストを，第15回目の授業でTOEFL Practice 
Tests　Part ３（Reading）を，それぞれポストテスト
として行った（表４）。各授業は１回，90分であった。

回 授業内容

1 オリエンテーション
TOEFL（Reading Section）

2 WPM測定，
多読活動

3～13 動機付けの活動
多読活動

14 WPM測定，
多読活動

15 TOEFL (Reading Section）
まとめ

表4　多読授業のスケジュール

５．結果と考察

　本節では，本研究で得られた多読指導の効果について，
総読語数，読解スピード，読解力の観点から検証し，考
察を述べる。

5.1 総読語数について
　2012年度から2018年度までの各年度の多読授業で達成
された平均総読語数を表５に示す。７例の実践における
受講生164人全員における平均総読語数は，162,814.45語
であった。

表５　多読授業の総読語数の結果と基本統計量：単位（語）
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本研究では，読解スピードの指標として WPM を使用

するが，WPM の計算式は一つではない。本研究では，

理解率を加味する計算式を採用している。ただ単に読む

スピードを測るものではない。具体的には，門田・野呂・

氏木（2010）が提唱する以下の計算式を使用した。 
 

WPM=（総単語数÷読みの時間×60）×（正解数÷問題

数） 
 

WPM 測定のためのテストとして，Glencoe/McGraw-
Hill が出版している Timed Readings: Book 1 と Book 
2 (1989)を利用した。これには，WPM 測定用の約 400 語

の長さの英文が載っている。英文の下には，そのページ

を読むのにかかった時間を測って記入するようになって

いる（図 6 左）。ページをめくると，その英文に対する内

容理解度を測るための設問が 10 題ある（図 6 右）。 
プレテストとポストテストには，異なる問題を使用し

た。なお，プレテストとポストテストの難易度は，同程

度であることを確認している。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 Timed Readings の読解用英文（左）と内容理 

解を問う設問（右）の例 
 
受講生は各自のペースで英文を読み始め，かかった時

間（読みの時間）を記録した。その後，問題用紙の裏に

ある 10 題の問題を解いた。問題を解く際は，英文を読

み返すことはできない。受講生全員が問題を解き終わっ

たところで答え合わせをし，正解数を確認し，WPM を

計算した。テスト後は解説等は行わず，問題用紙と解答

用紙は全て回収した。 
プレテストとポストテストでは，それぞれ 2 つの WPM

テストを実施し，2 回の平均値を算出した。 
 

4.2.3 読解力 

読解力を測る指標として，TOEFL Practice Test 
(1997)の Part 3 (Reading Section) を使用した。プレテ

ストとポストテストには，同一問題を使用した。受講生

は一斉にテストを解き始め，55 分間で解答した。解答後

に答え合わせを一斉に行い，受講生に自身の点数を確認

させた。なお，プリテスト後は，解説等は行わず，問題

用紙と解答用紙は全て回収した。 
 
4.3 授業スケジュール 

多読授業は，4 月から 7 月にかけて 15 回実施した。初

回の授業で TOEFL Practice Test の中の Part 3
（Reading）を，第 2 回目の授業で WPM テストを，そ

れぞれプレテストとして実施した。また第 14 回目の授

業で WPM テストを，第 15 回目の授業で TOEFL 
Practice Test Part 3（Reading）を，それぞれポストテ

ストとして行った（表 4）。各授業は 1 回，90 分であっ

た。 
 

表 4 多読授業のスケジュール 

 

５．結果と考察 

 第 5 節では，本研究で得られた多読指導の効果につい

て，総読語数，読解スピード，読解力の観点から検証し，

考察を述べる。 
 
5.1 総読語数について 

2012 年度から 2018 年度の各年度の多読授業で達成さ

れた平均総読語数を表 5 に示す。7 例の実践における受

講生の平均総総読語数は，162,814.45 語であった。 
 
表 5 多読授業の総読語数の結果と基本統計量：単位（語 

回 授業内容 

1 
オリエンテーション 
TOEFL（Reading Section） 

2 
WPM 測定， 
多読授業 

3 回～ 
  13 回 

動機付けの活動 
多読授業 

14 
WPM 測定， 
多読授業 

15 
TOEFL (Reading Section） 
まとめ  

年度 n M Max. Min. SD
2012 22 175280.68 522461 49505 123318.87
2013 32 215617.72 581646 103308 98943.85
2014 22 173631.82 351364 61329 73132.51
2015 21 170578.00 571709 66404 117406.68
2016 27 149490.44 428213 46598 74670.29
2017 17 95380.00 201796 48301 45592.13
2018 23 125473.35 189443 52853 32614.58
合計 164 162814.45 581646 46598 93438.88

－348－
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　大学生の多読の総読語数について，高瀬（2010）は，
平均で年間10～20万語と述べている。本研究の読書期間
が約４か月であることを考慮すると，平均よりも非常に
多く読んでいることがわかる。
　また，卯城・濱田（2017）によると，リスニングや付
属の補助教材も含めて，高校生が高校３年間に，英語教
科書をとおして触れる英語の語彙数は，CROWN（三省
堂）の場合で47,171語である。これに対して，今回の実
践では，高校３年間で読む英語量の約3.5倍の英語を約
４ヵ月間に触れていることになる。
　さらに，総読語数の分布を図７に示す。図７を見ると，
10～13万語程度読んだ学生が最も多い。一部の熱心な学
生が総読語数の平均を押し上げているわけではないこと
が確認できる。
　これらのことから，受講生が短い期間に多量の英語の
文字インプットを得たことは多読の大きな成果と言えよ
う。この成果については，参加者の英語力が一般的な大
学生よりも高く，英語を読むスピードが速いこと，英語
を読むことについての抵抗感が一般的な大学よりも低い
ことが要因として考えられる。こうした学習者に対して，
英語を楽しく，たくさん読む機会を創る多読授業は，英
語力向上の観点からも意義あることと考える。

図7　総読語数の分布：単位（語）
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大学生の多読の総読語数について，高瀬（2010）は，

平均で年間 10～20 万語と述べている。本研究の読書期

間が約 4 か月間であることを考慮すると，平均よりも非

常に多く読んでいることがわかる。 
また，卯城・濱田（2017）によると，リスニングや附

属の補助教材も含めて，高校生が高校 3 年間に，英語教

科書をとおして触れる英語の語彙数は，CROWN（三省

堂）の場合で 47,171 語である。これに対して，今回の実

践では，高校 3 年間で読む英語量の約 3.5 倍の英語を約

4 ヵ月の間に触れていることになる。 
さらに，総読語数の分布を図 7 に示す。図 7 を見ると，

10 万語程度読んだ学生が最も多い。一部の熱心な学生が

総読語数の平均を押し上げているわけではないことが確

認できる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 7 総読語数の分布：単位（語） 
 

これらのことから，受講生が短い期間に多量の英語の

文字インプットを得たことは大きな成果と言えよう。 
この成果については，参加者の英語力が一般的な大学

生よりも高く，英語を読むスピード速いこと，英語を読

むことについての抵抗感が一般的な大学よりも低いこと

が要因として考えられる。こうした学習者に対して，英

語を楽しく，たくさん読む機会を創る多読授業は，英語

力向上の観点からも意義あることと考える。 
 

5.2 読解スピード 

第 2 回目の授業で行ったプレテストと第 14 回目の授

業で行ったポストテストそれぞれで得られた WPM スコ

アは，表 6 で表す通りである。有意水準 5％で t 検定（両

側検定）を行ったところ，全ての年度で受講生の WPM
は統計的に有意な差で上昇し，効果量も大であった。今

回の分析結果から，多読は読解スピードの向上に効果的

であることが確認された。 
注目したい点は，受講生が変わっても，7 年間毎年，多

読指導をとおして安定的に WPM が上昇している点であ

る。日本の大学生の中では比較的英語力が高いとされる

大学生に対して多読授業が効果的であり，読解スピード

が向上することが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 

表 6 多読授業の前後の読解スピードの記述統計と t 値と効果量 

年度 n Mean Max. Min. SD t値 効果量（r）
2012 プレテスト 22 119.55 205 71 32.05 -2.76 * .52

ポストテスト 22 136.23 269 90 42.37
2013 プレテスト 32 110.91 163 56 23.44 -5.81 ** .72

ポストテスト 32 136.06 228 88 29.64
2014 プレテスト 22 120.82 179 65 27.18 -4.77 ** .72

ポストテスト 22 155.77 257 109 40.85
2015 プレテスト 21 121.71 152 78 19.98 -6.59 ** .83

ポストテスト 21 146.24 193 91 25.47
2016 プレテスト 27 107.22 159 60 28.55 -5.45 ** .73

ポストテスト 27 132.67 197 63 33.54
2017 プレテスト 17 103.82 146 77 19.42 -3.47 ** .66

ポストテスト 17 122.76 179 87 26.89
2018 プレテスト 23 106.70 167 61 27.99 -5.93 ** .78

ポストテスト 23 135.74 227 89 34.07
合計 プレテスト 164 112.85 205 56 26.43 -12.63 ** .70

ポストテスト 164 138.05 269 63 34.38
*p<.05  **p<.01

5.2 読解スピード
　第２回目の授業で行ったプレテストと第14回目の授業
で行ったポストテストのそれぞれで得られたWPMスコ
アは，表６で表す通りである。有意水準５％で t検定（両
側検定）を行ったところ，全ての年度で受講生のWPM
は統計的に有意な差で上昇し，効果量も大であった。今
回の分析結果から，多読は読解スピードの向上に効果的
であることが確認された。
　注目したい点は，受講生が変わっても，７年間全てで，
多読指導をとおしてWPMが安定的に上昇している点で
ある。日本の大学生の中では比較的英語力が高いとされ
る大学生に対して多読授業が効果的であり，読解スピー
ドが向上することが明らかとなった。

大学の英語多読授業における指導効果―７例の指導実践から―

表6　多読授業の前後の読解スピードの記述統計と t値と効果量
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また，卯城・濱田（2017）によると，リスニングや附

属の補助教材も含めて，高校生が高校 3 年間に，英語教

科書をとおして触れる英語の語彙数は，CROWN（三省
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図 7 総読語数の分布：単位（語） 
 

これらのことから，受講生が短い期間に多量の英語の

文字インプットを得たことは大きな成果と言えよう。 
この成果については，参加者の英語力が一般的な大学

生よりも高く，英語を読むスピード速いこと，英語を読

むことについての抵抗感が一般的な大学よりも低いこと

が要因として考えられる。こうした学習者に対して，英

語を楽しく，たくさん読む機会を創る多読授業は，英語

力向上の観点からも意義あることと考える。 
 

5.2 読解スピード 

第 2 回目の授業で行ったプレテストと第 14 回目の授

業で行ったポストテストそれぞれで得られた WPM スコ

アは，表 6 で表す通りである。有意水準 5％で t 検定（両

側検定）を行ったところ，全ての年度で受講生の WPM
は統計的に有意な差で上昇し，効果量も大であった。今

回の分析結果から，多読は読解スピードの向上に効果的

であることが確認された。 
注目したい点は，受講生が変わっても，7 年間毎年，多

読指導をとおして安定的に WPM が上昇している点であ

る。日本の大学生の中では比較的英語力が高いとされる

大学生に対して多読授業が効果的であり，読解スピード

が向上することが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 

表 6 多読授業の前後の読解スピードの記述統計と t 値と効果量 

年度 n Mean Max. Min. SD t値 効果量（r）
2012 プレテスト 22 119.55 205 71 32.05 -2.76 * .52

ポストテスト 22 136.23 269 90 42.37
2013 プレテスト 32 110.91 163 56 23.44 -5.81 ** .72

ポストテスト 32 136.06 228 88 29.64
2014 プレテスト 22 120.82 179 65 27.18 -4.77 ** .72

ポストテスト 22 155.77 257 109 40.85
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ポストテスト 21 146.24 193 91 25.47
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ポストテスト 27 132.67 197 63 33.54
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ポストテスト 17 122.76 179 87 26.89
2018 プレテスト 23 106.70 167 61 27.99 -5.93 ** .78
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合計 プレテスト 164 112.85 205 56 26.43 -12.63 ** .70
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5.3 読解力
　初回と第15回目の授業で行った，TOEFL Practice 
Tests のプレテストとポストテストの各年度の得点につ
いて，t検定（両側）を行った結果が，表７である。ど
の年度もスコアの上昇は有意であった。効果量を見ても，
どの年度でも中～大を示しており，多読の効果の大きさ
を確認できる（表７）。
　ただし，今回の調査では，プレテストとポストテスト
で同じ問題を使用している。２回のテストでは14週の期
間があるが，受講生はポストテストとプレテストが同一
問題であることに気付いていた。このことから，問題文
を覚えていたために，ポストテストの回答がスムーズに
進んだことも考えられる。しかし，この点を考慮したと
しても，効果量の大きさなどから，多読授業の読解力へ
の効果は大いに期待できるものと考える。
　以上のように，事前と事後に実施された読解スピード
ならびに読解力を測定するテストにおいて統計的に有意
な得点上昇が確認できたことから，RQ１は承認された
ものと判断した。

5.4�　総読語数と読解スピードの向上，読解力の向上の
相関

　各年度の，参加者の総読語数と読解スピードの向上，
総読語数と読解力の向上の２つの相関は，表８の通りで
あった。総読語数と読解スピードの相関を見ると， 2012
年度に中程度の相関が見られるのみである。一方，総読
語数と読解力の向上の相関を見ると，同じく2012年度に
弱い負の相関が見られるが，そのほかの年度では相関は
ほとんどなかった。
　これらのことから，今回の多読授業では，読めば読む
ほど読解スピードが上がる，あるいは，読めば読むほど
読解力が上がるということではないことが判明した。

　次に，プレテストのWPMと総読語数，また，ポスト
テストのWPMと総読語数の相関を算出した。その結果，
それぞれ r =.34，r  =.32であり，低い相関が確認された。
　このことから，WPMスコアが高く読むスピードが速
い受講生は，多読授業の中でより多くの本を読める傾向
があることがわかる。そのうえで，たくさん読むことが，
読むスピードの向上や読解力につながっているわけでな
いことが推定された。
　以上のことから，RQ２について，本研究の結果では，
総読語数と読解スピード，総読後数と読解力の間にはほ
とんど相関が見られないと結論した。

表8　総読語数と読解スピード・読解力との相関
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4.3 読解力 

初回と第 15 回目の授業で行った，TOEFL Practice 
Test のプレテスト・ポストテストの各年度の結果を，両
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一問題であることに気付いていた。このことから問題文

を覚えていたために，ポストテストの回答がスムーズに

進んだことも考えられる。しかし，この点を考慮したと

しても，効果量の大きさなどから，多読授業の読解力へ

の効果は大いに期待できるものと考える。 
以上のように，事前と事後に実施された読解スピード

ならびに読解力を測定するテストにおいて統計的に有

意な得点上昇が確認できたことから，RQ1 は承認された

ものと判断した。 
 

 

 
表 7 事前・事後の読解力テストの得点の記述統計と t 値と効果量  
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一方，総読語数と読解力の向上の相関を見ると，同じく

2012 年度に弱い相関が見られるが，そのほかの年度では相

関はなかった。これらのことから，今回の多読授業では，読

めば読むほど読解スピードが上がる，あるいは，読めば読む

ほど読解力が上がるということでははないことが判明した。 
次に，プレテストの WPM と総読語数，また，ポストテ

ストの WPM と総読語数の相関を算出した。その結果，そ

れぞれ r=.34，r=.32 であり，低い相関が確認された。この

ことから WPM スコアが高く読むスピードが速い受講生は，

多読授業の中でより多くの本を読める傾向があることがわ

かる。そのうえで，たくさん読むことが，読むスピードの向

上や読解力につながっているわけでないことが推定された。 
以上のことから，RQ2 について，本研究の結果では，総

読語数と読解スピード，総読後数と読解力の間にはほとん

ど相関が見られなかいと結論した。 
 

表 8 総読語数と読解スピード・読解力のとの相関 

 

６．まとめと展望 

本研究の 7 例の実践では，15 回という限られた授業回数

であったが，多読指導が「読解スピード」と「読解力」の向

上に，安定して効果があることが検証された。このことか

ら，多読は，読むスピードを高め，読解力を高めることに効

果のある英語指導法であることが確認できた。さらに，「読

解スピード」と「読解力」を高める要因の一つとして「総読

語数」に注目し，読んだ延べ語数と「読解スピード」と「読

年度 n Mean Max. Min. SD t 値 効果量（r ）
2012 プレテスト 22 33.68 41 21 6.14 -2.4 * .46

ポストテスト 22 35.68 45 24 5.73
2013 プレテスト 32 33.59 44 15 6.43 -3.11 ** .49

ポストテスト 32 36.06 47 21 6.32
2014 プレテスト 22 33.23 45 20 7.32 -3.92 ** .65

ポストテスト 22 37.86 45 25 5.01
2015 プレテスト 21 33.95 44 20 6.09 -5.75 ** .79

ポストテスト 21 39.10 48 27 5.43
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ポストテスト 27 34.74 47 15 7.53
2017 プレテスト 17 30.29 43 20 6.51 -3.62 ** .67

ポストテスト 17 35.88 45 26 5.66
2018 プレテスト 23 29.91 41 19 4.62 -7.83 ** .86

ポストテスト 23 36.57 44 29 4.55
合計 プレテスト 164 32.23 45 15 6.33 -10.86 ** .65

ポストテスト 164 36.48 48 15 5.95
注. *p< .05  *p< .01
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9 
 

 

4.3 読解力 
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大学の英語多読授業における指導効果―７例の指導実践から―

えられる。
　今後は，さらに長い期間の多読指導の効果を検証する
こと，多読の指導効果が，読解スピードと読解力以外の
英語力，例えば未知語の推測力等への影響を調査する必
要があろう。また，他の技能，例えば，リスニングやラ
イティングへと転移するのかを検証する必要もあろう。
今回は，４ヶ月で15回の授業であったが，さらに多読授
業を継続した場合の成果を確認していくことは英語のカ
リキュラムを考える上で必要かつ有効であろう。
　加えて，今回の参加者は，大学の単位を取るという外
発的動機づけを持った大学生であった。こうした外発的
動機付けではなく，「読みたい」「読むのが好き」という
内発的動機付けによって，どこまで多読指導の効果をあ
げることができるかについても検証する必要があると考
える。 

註

１）　本研究では，WPMの計算方式として，4.2.2 で述
べているように，英文の理解率を加味する計算式を採
用している。そのため「読みのスピード」ではなく「読
解スピード」と言っている。

２） 異なり語とは，例えば，go, goes, going, went, gone 
を基本形の go に統一して単語を数える場合のことで
ある。

３） 延べ語数が掲載されている図書では，その語数を利
用した。掲載されていない場合は，インターネット上
で公表されている語数を用いた。インターネット上で
見つからない場合は，数ページの語数を手で計算して，
１ページの平均語数をもとめ，その後，総ページ数を
かけて総語数を想定して利用した。

４）　図５のマル印は，本論文の「総読語数」にあたる
ものである。
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